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或いは収縮作用を有する substance P (S P) , calcitonin gene-related peptide (CG RP), vasoactiｭ
ve intestinal polypeptide (V 1 P) , Neuropeptide Y (N P Y) の 4 種類の神経ペプチドの分布を検
討した。
(方法並びに成績)
イヌ眼球を Zamboni 液に浸漬固定後， 30%sucrose 含有O.lM リン酸緩衝液に移し換え保存した。虹
彩・隅角・毛様体部及び脈絡膜部の凍結切片を作成し， coons 間接鐙光抗体法にて神経ペフ。チドを可視
化，その局在を後光顕微鏡で観察した。
虹彩実質の前房側から中間部分にわたり， SP ・ CGRP陽性線維が多数認められた。虹彩括約筋及
び散大筋にも陽性線維が分布するが，その数は虹彩実質に比較して少なく，括約筋にはごく少数の陽性
線維が認められるのみであった。 VIP ・ NPY陽性線維も虹彩に分布するが， SP ・ CGRP陽性線




いた。イヌの房水流出路に相当する隅角の ciliary cleft の部分においては特に Sp.CGRP陽性線維
と NPY ・ VIP陽性線維の分布は大きく異なっていた。即ち SP ・ CGRP は同部の pectinate ligaｭ
ment と称される網目状の結合組織に沿って多数認められたのに比し， Vlp.NPY陽性線維は ciliary
cleft には全く認められなかった。





1) S P ・ CGRP陽性線維は虹彩実質の前房側から ciliary cleft の部分に多数存在しており，更に毛
様体部にも分布していた。一方VIP ・ NPY陽性線維は ciliary cleft には認められなかった。従っ
て SP及びCGRP は房水産生流出路の神経支配に関与し，眼圧調節に重要な役割を果していると
考えられるが， これに対する VIP ・ NPYの関与は少ないと思われた。
2) 虹彩括約筋及び散大筋は SP ・ CGRp.NPY陽性線維を含有していたことから， これらの線維
が瞳孔調節に関与することが示唆された。
3) 脈絡膜の血管壁にCGRP ・ Vlp.NPY陽性線維が認められ，脈絡膜循環の神経支配に関与し
ていると考えられた。 SP は認められず，脈絡膜循環の神経支配には関与しないものと思われた。
論文の審査結果の要旨
ぶどう膜の中で，眼圧調節に重要な房水流出路である ciliary cleft C C. C.) が広く深く発達してい
る犬の眼における神経ペプチドの分布について検討した結果， C. C. に substance P CS P) や calcitonin
gene-related peptide C C G R P) の陽性線維が多数存在しており，房水流出に知覚神経系の関与が強
く示唆された。 C. C. を牽引して房水流出を促進する毛様体筋には SP と CGRPの他に，交感神経
系と深い関連を持つ neuropeptideY CN P Y) の陽性線維も認められた。
房水産生の場となる毛様体突起，毛様体上皮下にはNPY陽性線維が認められた。
神経ペプチドが，ぶどう膜のどの部位に存在して眼圧の調節と，どの様に関連しているかを知ること
によって，眼圧調節の機構を考える上で，非常に重要な参考資料を提供してくれたことになり，学位に
値するものと考える。
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